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 [Overview and purpose of the course]
フランス語の音声トレーニングを中心とする実技科目である．言語学的に構音方法(発音の仕方，
それに必要な口腔の形の作り方)を講義，実習するとともに，フランス語で使われている音を単音
レベルの発音から，語や文に至るまでの発音をできるだけ自然にできるようにトレーニングする．
フランス語が「黙読して分かる」だけではなく，「音読できる／伝えられる」「聞いても分かる」
ようになることを目標とする．

 [Course objectives]
・フランス語で使われる単音が発音できる．
・フランス語らしいアクセント，リズムグループなどを修得し，フランス語らしいイントネーショ
ン，プロミネンスを表現することができる．
・読み書きの対象，テスト対策用文法操作としてのフランス語ではなく，音声を使って発信・理解
することの重要性が理解できる．

 [Course schedule and contents)]
1．発音と口の構造の関係を理解する
2．フランス語で使われる音，日本語にない音
3．音節とモーラ
4．アクセント，リズムグループ，イントネーション
5．数，曜日，月名等，等閑視されがちな必須項目
6～8．文レベルでのアクセント，リズムグループ，イントネーション
　初級文法の教科書で使われていたレベルの文を用いて，明確に伝わる発音のトレーニングを行う．
読解中心ではなく，意味が分かる程度の文をいかに話し，聞くかということを問題とする．
9～11．物語文の聴解，音読，暗唱
　聴解・発音を中心とするが，新規の文の読解という要素も少し加えた題材で練習する．
12～14．報道文の聴解，音読，暗唱
　まったく新規の文を聞き，理解し，自分で再生するための練習をする．
15．フィードバック

 [Course requirements]
Refer to "Handbook of Liberal Arts and General Education Courses".

 [Evaluation methods and policy]
聞き取りや発音を中心とした小テスト(50%)，授業内活動(50%)．出席そのものは点数化しないが，
出席していないと点にならないシステムになっていることに注意してください．
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フランス語IIＡ F2101(2)

 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
・指定された音声は必ず聞き，真似するようにする．
・発音の練習は筋トレのようなものだと考え，声に出すことを心がける．
・発音の間違いを指摘された語について，なぜ間違っていたのかを考える．「その場で言い直した
だけ」で終わり，次も同じ間違いをすることがないようにする．

 [Other information (office hours, etc.)]
この授業は講義ではなく実技科目です．そのため，「唇を丸めて突き出せ」「舌の位置を保ったま
ま，唇だけを動かせ」といった生理学的なこともたくさん指示しますが，指示されたことを「その
場でやる」という態度が求められます．


